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　北姶良森林組合の林業機械導

入に対する農山漁村活性化プロ

ジェクト支援補助金を計上する

ものです。
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　小学校就学前までの医療費自

己負担分を全額助成するため乳

幼児医療費助成金を増額するも

のです。
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　町牛舎施設整備事業補助金を

計上。資材高騰等に対応するた

めと認定農家の規模拡大を促進

するため事業補助率を引き上げ

ます。
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　特定防衛施設周辺整備調整交

付金事業の町道四ツ枝永山線

（永山地区）の改良舗装工事費

等を内示額に基づき増額するも

のです。

���������

　町道下坂元鐘月線（米永地区）

の改良舗装工事費等を計上する

ものです。
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　民生安定事業の町道吉松霧島

線（中津川地区）の調査測量設

計委託料を計上するものです。
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第
二
回
定
例
会
は
６
月　

日
１１

招
集
さ
れ
、　

日
ま
で
の　

日

３０

２０

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
湧
水
町
乳
幼

児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
等
３
件
、

予
算
は
一
般
会
計
・
特
別
会
計

２
件
及
び
水
道
事
業
会
計
の
補

正
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
上
程
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
３
件
を
審
議
し

１
件
採
択
、
２
件
を
継
続
審
査
、

更
に
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

が
３
件
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し

た
。

　

尚
、
今
回
は
町
長
就
任
後
初

め
て
の
定
例
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
所
信
表
明
演
説
が
な
さ
れ
、

一
般
質
問
は
、
議
員
８
名
が　
１９

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　栗野中学校屋内運動場改築設

計委託料を計上するものです。
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　全ての公営住宅等に火災報知

器を設置するための工事費を計

上するものです。
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　改築される吉松小学校新校舎

に設置する備品の購入費を計上

するものです。
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結果提案理由等議案

助成対象年齢を小学校就学前までに拡充するとともに、市
町村民税課税世帯に対する３歳以上の乳幼児医療費にか
かわる３千円の控除を廃止し、疾病の早期発見及び早期治
療を促進するため、自己負担分の全額を助成しようとする
もの。

湧水町乳幼児医療費助成
条例の一部を改正する条
例の制定について

������

県が同和地区中小企業経営安定資金融資事業を廃止する
ため、平成１４年３月３１日をもって融資事業の申し込みを終
了し、これを受け、本町においても、本年３月に融資を受
けた者の償還がすべて完了したことから、本条例を廃止し
ようとするもの。

湧水町同和資金融資対策
協議会条例を廃止する条
例の制定について
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７千１百５９万５
千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０
億２千４百４９万１千円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会
計補正予算（第１号）
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１千８百５万８
千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６
億４千２百７５万６千円とするもの。

平成２１年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第１号）
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２百９５万３千円
を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億４
千２百３２万９千円とするもの。

平成２１年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算
（第１号）
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収益的収入は、企業債利子の償還額決定による一般会計補
助金の減額補正。収益的支出は、条例改正などに伴う職員
給与費の増減と企業債支払利息の減額補正。資本的収入は、
企業債元金の償還額決定による一般会計補助金の減額補
正と町道旧国道１号線水道管布設工事の工事補償費の増
額補正。資本的支出は、企業債元金の償還額決定による元
金償還金の減額補正。

平成２１年度湧水町水道事
業会計補正予算（第１号）
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住民の安全安心、住民福祉の向上、子々孫々への環境保全
の上から、採択の上、県知事、県議会議長へ意見書を送付
していただきたい。

川内原発３号機増設反対
の陳情書
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自治体の財政力や保護者の所得の違いによって、子どもた
ちが受ける「教育水準」に格差があってはならない。教育
予算を国全体としてしっかりと確保・充実させる必要が
あることから国の関係機関へ意見書を提出していただき
たい。

教育予算の拡充を求める
意見書の採択要請につい
て
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原発建設は不要であり、原発を増設しなくとも十分な供給
余力を有している。また九州電力による電力需要想定は過
大なものであり、鹿児島県にこれ以上の原発はいらないこ
とから、県知事へ意見書を提出していただきたい。

川内原発３号機増設に係
る環境影響評価の県民合
意を図るとともに、増設
反対を求める意見書の採
択について
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昨今の厳しい経済情勢や財政状況に対応するため、町長の
給与を平成21年７月１日から平成25年３月31日までの間、
100分の90を乗じて得た額とする。

湧水町長の給与の特例に
関する条例の制定につい
て
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歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ41万５千円を
減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億２千
４百７万６千円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会
計補正予算（第２号）
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町民と一緒になって振り込め詐欺に対する姿勢を明確に
示すとともに、全ての町民がその被害に遭わないための防
止策を積極的に推進するため、この決議を提出するもの

振り込め詐欺撲滅に関す
る決議

�����

自衛隊の確実な定員の維持･充実と、そのための予算の確
保を図られるよう強く要望するもの

自衛隊の体制維持を求め
る意見書

�����

全ての子どもたちが等しく良質な教育を受けさせるため
には、教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実
させる必要があることから関係機関へ要望するもの。

教育予算確保に関する意
見書
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　本町は平成１７年、１８年の大水害を受け、前議会構成の中で、水害対策調査特別委員会を設置
し、行政や住民の皆様と一体となり、川内川の抜本的改修に向け様々な活動を行い、昨年１２月
には阿波井堰改築調査着手式を開催するに至りました。
　今回の議会改選により、当委員会は自然解散となっておりましたが、再び設置することとな
りました。
　今後は、阿波井堰改築及び阿波狭窄部開削の早期実現、轟狭窄部の再開削、湯谷川排水機場
設置など当面の抜本対策と、国が定めた「総合的な冠水被害軽減対策事業」の指定地域に、九
州で唯一本町が指定されたことから、町づくりまで含むこの事業に取り組みをしていくことと
なります。
　私ども議会は、住民の皆様方と一体となって、水害のない、安全で安心なまちづくりに全力
で取り組んでまいります。

委員長　福島　勝男　

　７月３日の南日本新聞の『記者の目』に湧水町議会に対し、『異議唱えぬ議会』とする記事
が掲載されました。
　これについて、一般質問は、会議規則第６１条第１項の規定により、議員は、町の一般事務
について、議長の許可を得て、質問することができるとなっております。
　ちなみに本町議会の一般質問は一問一答方式を採用し、質問時間は答弁時間を含めて１時
間以内とし、また、質問者は、町長の答弁が質問に対し的を得ていない場合等は、����

� �����
��指摘することができ、また答弁に不審の点があり、あるいは問題があるときは、調査特
� ���
別委員会の設置等の動議を提出し議会の意思を決定したり、問題を深く掘り下げることもで
きます。
　新聞記事は、町長に対し、������、町長の答弁は質問に対し、ちゃんと答えていな

� ��������
いとの異議申し立てが全くなかったと書いてありました。他の議員は、一般質問に対しては
質問者と答弁者を尊重し、発言できないのが普通であり、県内のほとんどの町村が同様の取
り扱いをしております。記事は、議会における原則的慣行を理解していなかったものと言え
ます。

湧水町議会　
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地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
に
つ

い
て

�
何
を
重
点
対
策
と
し
て
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

今
後
ど
う
し
て
も

一
般
財
源
で
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

で
、
臨
時
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
が
効
果
的
な
事
業
を

検
討
し
ま
す
。

�
総
合
振
興
計
画

等
の
関
連
と
取
り

扱
い
を
伺
う
。

本
制
度
要
綱
の
そ

の
中
に

①
地
球
温
暖
化
対
策

②
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応③
安
全
、
安
心
の
実
現

④
将
来
へ
向
け
た
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
地
域
活
性
化
等

に
資
す
る
事
業

　

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
振
興
計
画
の
基
本
構
想

の
中
に
、
こ
の
４
つ
の
項
目

と
主
旨
を
同
じ
く
す
る
内
容

が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
総
合

振
興
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
検
討
し
ま

す
。

�
平
成　

年
度
に

２１

お
け
る
課
題
分
野

別
施
策
の
展
開
は
平
成　

年
２１

度
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
る
の
か
伺

う
。

平
成　

年
度
で
の

２１

完
了
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
事
業
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
平
成　

年
度
へ
繰

２２

り
越
し
て
実
施
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

農
林
産
物
を
育
て

る
人
、
関
連
す
る

仕
事
に
従
事
す
る
人
た
ち
が

暮
ら
す
地
域
社
会
が
豊
か
に

な
る
仕
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、

農
林
業
は
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
す
る
事
業
に
な
る
は
ず
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で
あ
る
。

　

農
林
産
物
を
育
て
た
農
林

家
や
農
山
村
地
域
の
人
々
・

社
会
が
豊
か
に
な
る
対
策
の

実
現
を
期
待
す
る
。
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�
町
営
住
宅
に
つ
い
て

�
上
場
・
幸
田
の
住
宅
用
地

に
つ
い
て

�
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
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旧
栗
野
Ａ
コ
ー
プ
が

閉
鎖
と
な
り
、
下
場
、

上
原
、
長
谷
地
区
の
住
民
は

毎
日
の
買
い
物
が
不
便
で
あ

り
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル

等
に
買
い
物
に
行
く
と
し
て

も
前
の
通
り
は
通
行
量
も
多

く
、
高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
に
店
を
縮
小
し

て
で
も
再
開
し
て
頂
く
よ
う
、

ま
た
商
工
会
へ
の
働
き
か
け

を
し
て
、
行
政
、
商
工
会
、

連
携
し
た
店
作
り
を
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

旧
栗
野
Ａ
コ
ー
プ
利

活
用
の
件
に
つ
い
て

は
、
経
済
連
が
平
成　

年
に

１９

店
舗
を
縮
小
し
改
修
を
行
い

ま
し
た
が
業
績
が
伸
び
ず
閉

鎖
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
経
済
連
と
し
て
は
収
支

の
合
わ
な
い
事
業
か
ら
は
撤

退
す
る
と
い
う
経
営
方
針
で

あ
り
、
今
後
も
経
済
連
、
農

協
関
係
施
設
は
合
理
化
の
も

と
に
収
支
の
取
れ
な
い
部
門

は
廃
止
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
Ａ

コ
ー
プ
の
存
続
に
つ
い
て
も

要
望
し
ま
し
た
が
、
結
果
は

現
状
の
と
お
り
で
す
。

乳
幼
児
の
予
防
ワ
ク

チ
ン
、
任
意
接
種
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
新
聞
等

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接

種
に
つ
い
て
の
費
用
が
３
万

円
係
る
そ
う
で
あ
る
が
、
大

事
な
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
の
で
、

費
用
を
半
額
か
ら
全
額
負
担

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

本
町
が
行
う
予
防
接

種
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
せ
き
、
ポ
リ
オ
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、

破
傷
風
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
対
し
て
、

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
質
問
の
あ
り
ま
し

た
ワ
ク
チ
ン
は
、
年
間
約
６
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百
人
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ

る
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
、
生
後
２
ケ

月
か
ら
５
歳
未
満
ま
で
に
、

計
４
回
ワ
ク
チ
ン
を
自
己
責

任
に
基
づ
き
医
療
機
関
で
接

種
す
る
任
意
の
予
防
接
種
に

該
当
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
に
よ
る
と
、
こ
の
一
年

間
、
国
内
で
接
種
し
た
子
ど

も
の
デ
ー
タ
を
集
め
、
安
全

性
や
費
用
対
効
果
な
ど
も
分

析
し
な
が
ら
対
応
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
長
期

的
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
行

政
・
議
会
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
面
、
河
川
改
修

検
討
委
員
会
を
核
と
し
た
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
被
災
住

民
等
の
意
見
を
反
映
し
た
独

自
の
計
画
書
を
作
る
た
め
、

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
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所
信
表
明
で
新
町
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
見

直
し
を
含
め
た
検
討
を
述
べ

て
い
る
が
、
合
併
後
実
施
す

べ
き
必
要
事
業
は
、
ほ
と
ん

ど
整
備
済
み
、
若
し
く
は
進

行
中
で
あ
り
、
一
部
は
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
も

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

る
は
ず
。
取
り
残
さ
れ
た
計

画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
伺
う
。

現
在
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
取
り
組
み
、
成

果
、
課
題
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
精
査
中
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
経
済
対
策
と
し

て
新
た
に
交
付
さ
れ
る
３
億

円
強
を
う
ま
く
活
用
し
、
今

ま
で
財
政
的
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
地
域
の
要
望
に
も
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

所
信
表
明
で
ス
リ
ム

で
効
率
的
な
行
政
組

織
の
再
編
を
述
べ
て
い
る
が
、

職
員
の
定
員
管
理
は
４
年
後

の
目
標
で
あ
っ
た
１
５
２
名

を
ク
リ
ア
し
１
４
８
名
と
な

っ
て
い
る
。
人
的
に
ス
リ
ム

に
な
っ
た
今
、
課
の
再
編
統

合
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
方
策
を
伺
う
。

現
在
の
組
織
機
構
を

土
台
と
し
見
直
し
を

行
う
た
め
組
織
再
編
検
討
委
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員
会
で
と
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
地
域
審
議

会
や
行
政
改
革
推
進
委
員
会

に
諮
問
を
行
い
、
答
申
を
得

て
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
個
別
に
は
福
祉

部
門
に
お
い
て
保
健
師
の
増

員
を
図
り
、
福
祉
の
更
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

総
合
的
な
冠
水
被
害

軽
減
対
策
事
業
の
指

定
地
域
と
し
て
九
州
で
本
町

が
唯
一
指
定
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
先
に
提
言
し
た
桶
寄
川

か
ら
吉
松
橋
ま
で
の
堤
防
の

補
強
拡
幅
に
よ
り
兼
用
堤
防

化
し
、
迂
回
路
と
し
て
の
活

用
等
も
含
む
活
気
的
な
指
定

で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

当
指
定
は
、
水
害
時

の
ソ
フ
ト
対
策
、
ハ

ー
ド
対
策
両
面
に
お
い
て
、

国
政
、
県
政
で
事
業
採
択
さ
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町
長
が
今
定
例
会
で

述
べ
た
各
方
面
へ
の

所
信
表
明
を
推
察
す
る
中
で
、

本
町
の
重
要
施
策
で
も
あ
る

「
芸
術
の
あ
る
ま
ち
」
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

推
進
に
対
し
て
の
強
い
信
念

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
１
期
目
の
４
年
間

に
お
い
て
も
、
数
々
の
施
策

を
通
し
て
、
芸
術
が
あ
る
町

と
し
て
の
初
期
の
段
階
は
評

価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と

察
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
こ

と
を
基
盤
と
し
て
、
こ
の
事

業
の
更
な
る
活
性
化
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

今
後
の
具
体
的
施

策
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
か
し
、
本
町
で
芸
術
家
等

が
作
品
の
制
作
活
動
を
行
い

住
民
と
の
交
流
の
場
を
設
け

る
な
ど
、
住
民
と
一
体
と
な

っ
た
「
人
と
自
然
が
織
り
な

す
芸
術
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。校

舎
改
築
工
事
の

事
情
に
よ
り
今
年

５
月
に
吉
松
小
学
校
の
運
動

会
が
行
わ
れ
、
当
日
は
例
年

以
上
の
多
く
の
来
場
者
が
あ

っ
た
と
感
じ
た
。
そ
の
大
き

な
要
因
が
１
学
期
の
実
施
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
今

後
に
お
い
て
も
運
動
会
の
日

程
を
秋
に
集
中
す
る
行
事
や

農
繁
期
を
避
け
て
行
う
こ
と

で
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し

や
す
い
環
境
を
醸
成
す
る
こ

と
に
な
り
大
き
な
意
義
が
あ

る
と
思
う
が
、
開
催
時
期
の

変
更
を
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

運
動
会
の
開
催
日

は
各
学
校
長
の
判

断
に
よ
り
決
定
し
ま
す
が
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
小
中

学
校
が
協
議
を
し
て
設
定
し

て
あ
り
ま
す
。
１
学
期
の
実

��������	
��
���

�������	
�

�������

����������
����������
�
�

�
�

施
と
な
り
ま
す
と
家
庭
訪
問

な
ど
年
度
当
初
に
必
要
な
学

校
行
事
が
多
く
、
特
に
入
学

し
た
ば
か
り
の
１
年
生
は
、

１
学
期
に
様
々
な
活
動
の
基

礎
を
培
う
た
め
練
習
時
間
を

確
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
理
由
か
ら
年
間
を
通
じ

た
他
行
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
い
た
し
ま
し
て
２
学
期

に
実
施
す
る
こ
と
に
ご
理
解

を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

・
本
町
児
童
・
生
徒
の
学
力

状
況
と
対
策
に
つ
い
て

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
設
置
事
業
に
つ
い

て
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以
前
よ
り
計
画
は
進

め
ら
れ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
が
、
行
政
サ
イ
ド

と
し
て
の
取
り
組
み
、
考
え

を
伺
う
。産

業
廃
棄
物
管
理

型
最
終
処
分
場
が

民
間
業
者
に
よ
り
恒
次
の
山

林
に
計
画
さ
れ
て
い
る
件
に

つ
い
て
は
、
県
へ
の
事
前
協

議
書
提
出
後
に
、
関
係
市
町

村
へ
生
活
環
境
の
保
全
の
見

地
か
ら
意
見
聴
取
が
な
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
現
時

点
で
は
、
行
政
と
し
て
は
内

容
が
解
ら
ず
、
県
と
業
者
が

協
議
中
で
も
あ
り
、
何
も
言

え
ま
せ
ん
。

棚
田
百
選
、
名
水

百
選
、
疎
水
百
選

と
湧
き
水
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
し
て
い
る
我
が
町
に

は
致
命
的
な
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
繋
が
る
と
思
慮
さ
れ
る

が
、
町
長
と
し
て
の
考
え
を

伺
う
。

致
命
的
な
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
は
繋

が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
県

は
法
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

確
実
に
ク
リ
ア
し
な
い
と
許

可
は
出
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。

法
的
に
合
法
的
な
こ
と
を
、

町
長
が
絶
対
反
対
だ
と
言
っ

て
、
そ
の
法
を
覆
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、

法
に
し
っ
か
り
と
決
め
ら
れ

た
こ
と
を
ク
リ
ア
し
、
そ
の

条
件
の
下
に
県
は
許
可
す
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
が
町
は
未
来
館

と
の
組
み
合
わ
せ

で
リ
サ
イ
ク
ル
等
や
ご
み
減

量
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状

で
も
あ
り
必
要
性
を
感
じ
な

い
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

新
聞
紙
上
で
見
ま

す
と
、
町
の
施
設

と
は
建
設
目
的
が
違
う
と
思

い
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
は
我

が
町
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

外
部
か
ら
の
も
の
ま
で
来
る

か
ら
、
自
分
た
ち
は
そ
れ
に

対
し
て
文
句
が
言
え
ま
す
。

人
間
が
す
る
こ
と
は
完
全
と

い
う
の
は
あ
り
得
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
子
孫
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
最
善
の
努
力

を
持
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
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所
信
表
明
の
中
で
、

ハ
ー
ド
事
業
や
現
在

農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
農
家

の
方
々
に
対
し
て
は
色
々
な

対
策
は
あ
る
が
、
新
し
く
農

業
に
取
り
組
み
た
い
人
た
ち

の
力
に
な
る
よ
う
な
施
策
は

な
い
の
か
伺
う
。

現
下
の
厳
し
い
農

業
情
勢
の
中
で
新

規
就
農
へ
の
難
し
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
推
進
体
制
を
更
に

充
実
し
、
将
来
の
担
い
手
の

確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に

課
の
再
編
、
職
員
採
用
を
行

っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

課
の
統
廃
合
、
組

織
体
制
の
整
備
、

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
新
規
採
用
は
、
定
員

適
正
化
計
画
と
の
整
合
性
も

図
り
な
が
ら
計
画
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

霧
島
く
り
の
工
業

団
地
、
栗
野
工
業

高
校
跡
地
、
栗
野
高
原
リ
ゾ

ー
ト
跡
地
の
一
体
化
し
た
工

業
団
地
の
活
用
と
は
、
３
団

地
を
広
域
的
に
一
つ
の
工
業

団
地
と
し
て
考
え
て
県
・
町

は
誘
致
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

位
置
的
条
件
か
ら

ア
ク
セ
ス
道
路
等

一
体
的
な
整
備
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
に
要
望
し

な
が
ら
県
と
連
携
し
て
企
業

誘
致
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。旧

吉
松
町
で
は
教

育
振
興
の
町
づ
く

り
を
掲
げ
生
涯
学
習
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
新
町
で
も
生

涯
学
習
課
を
設
け
特
色
の
あ

る
教
育
行
政
を
進
め
て
い
る
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と
思
う
が
、
生
涯
学
習
に
対

す
る
抱
負
を
伺
う
。

郷
土
の
教
育
的
な

伝
統
や
風
土
を
生

か
し
た
生
涯
学
習
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、
社
会
の
変
化
に
も
的
確

か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
教
育

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
豊
か
な
教
育
的
財
産
を
生

か
し
た
体
験
活
動
や
奉
仕
活

動
な
ど
心
豊
か
な
青
少
年
の

育
成
を
図
り
、
地
域
・
学
校

・
家
庭
と
連
携
し
地
域
ぐ
る

み
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動

を
最
重
要
課
題
と
し
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
更
に
町
民

が
健
康
で
明
る
く
楽
し
い
人

生
を
送
る
た
め
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活

動
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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考
え
は
な
い
か
伺
う
。

今
回
の
関
東
湧
水

会
の
交
流
と
寺
師

睦
宗
先
生
の
手
記
本
で
思
い

も
伝
わ
り
ま
し
た
。
意
見
を

ど
う
活
か
す
か
と
い
う
事
が

地
元
に
住
む
私
ど
も
の
あ
り

方
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

④
イ
ベ
ン
ト
の
目

的
（
活

力
・
啓

発

・
健
康
・
経
済
）
な
ど
と
費

用
対
効
果
や
場
所
の
あ
り
方

な
ど
の
検
討
を
さ
れ
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

統
廃
合
と
自
主
イ

ベ
ン
ト
を
支
援
し
、

地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

☆
他
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
で
少
子
高
齢
現

実
策
と
吉
松
駅
前
活
性
化
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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合
併
の
意
義
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
効
果
を
伺

う
。

地
方
分
権
の
進
展
、

経
済
や
生
活
圏
の

広
域
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど

に
対
応
し
た
自
治
体
規
模
の

適
正
化
や
円
滑
な
運
営
に
よ

る
均
衡
あ
る
発
展
に
あ
り
ま

す
。
水
害
後
の
災
害
対
策
に

合
併
効
果
が
見
え
ま
し
た
。

水
害
で
遅
れ
た
新
町
づ
く
り

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

団
体
や
学
校
の
人

的
交
流
な
ど
が
深

ま
り
ま
し
た
。
吉
松
庁
舎
の

み
の
事
務
取
り
扱
い
で
住
民

に
不
便
が
残
り
ま
す
。
会
議

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
栗
野
・

吉
松
交
互
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

合
併
は
人
材
の
融

合
強
化
の
面
も
あ

る
。
町
の
基
本
理
念
に
「
住

民
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
…
」

が
あ
り
、
将
来
像
に
「
人
と

自
然
が
織
り
な
す
芸
術
の
ま

ち
、
心
豊
か
で
伸
び
ゆ
く
美

し
い
ま
ち
」
が
謳
わ
れ
、
基

本
方
針
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

①
協
議
会
や
各
種
団
体
の
事

務
局
や
補
助
金
な
ど
自
治
の

あ
り
方
を
参
加
・
参
画
・
協

働
の
意
図
と
手
法
な
ど
行
革

に
合
わ
せ
対
応
さ
れ
る
か
伺

う
。
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公
益
団
体
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
調
整

を
行
い
統
合
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。「

人
・
も

の
・
場

所
」
と
「
事

業

や

課
題
や
趣
旨
と
関
連
性
」
の

観
点
か
ら
対
応
し
た
い
と
思

い
ま
す
。②

旧
町
の
伝
統
や

特
色
の
継
承
と
発

展
を
図
る
諮
問
機
関
で
あ
る

地
域
審
議
会
の
活
用
強
化
の

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

審
議
会
の
意
見
を

聞
き
内
容
を
よ
く

検
討
し
な
が
ら
多
く
の
意
見

を
出
し
て
も
ら
い
前
に
進
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
町
外
で
の
体
験

や
定
住
条
件
な
ど

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
意
見
や

情
報
と
人
材
面
で
活
用
す
る
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現
在
は
、
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
と
も

に
財
政
が
逼
迫
し
て
お
り
、

新
規
の
事
業
を
始
め
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ

る
が
、「
ま
ち
づ
く
り
を
行

政
だ
け
に
頼
る
時
代
は
終
わ

っ
た
」
と
認
識
し
、
住
民
参

加
型
の
住
民
の
手
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
住

民
参
加
型
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
が
本
来
の
姿
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
支

援
を
行
う
た
め
、
地
域
活
性

化
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）
の

導
入
や
町
単
独
事
業
に
よ
る

地
域
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や

活
動
支
援
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

栗
野
駅
舎
の
今
後

の
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。

栗
野
駅
舎
に
つ
い

て
は
改
修
の
方
向

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
耐
震
等
の
関
係
で
多
額

の
経
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

現
在
建
て
替
え
の
検
討
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
栗

野
駅
周
辺
活
性
化
審
議
会
及

び
観
光
協
会
、
商
工
会
、
地

域
住
民
と
十
分
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

町
内
に
は
特
色
の

あ
る
温
泉
が
点
在

し
て
い
る
が
、
今
後
の
温
泉

資
源
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

本
町
に
は
泉
質
が

異
な
っ
た
温
泉
が

あ
り
、
３
色
温
泉
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
観
光
、
福
祉
等

に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
温
泉
組
合
や
商
工
会
等
協
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議
し
な
が
ら
新
た
な
資
源
と

し
て
活
用
を
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

保
護
者
が
国
民
健

康
保
険
料
を
滞
納

し
た
た
め
「
無
保
険
」
と
な

っ
た
子
ど
も
は
本
町
に
何
名

い
る
の
か
。
い
る
と
し
た
ら

早
急
に
救
済
の
手
立
て
が
必

要
だ
と
思
う
が
町
長
の
見
解

を
伺
う
。滞

納
世
帯
に
つ
い

て
は
期
限
付
き
の

被
保
険
者
証
を
交
付
し
納
税

相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

全
額
負
担
の
資
格
証
明
書
は

交
付
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

無
保
険
に
な
っ
た
子
ど
も
は

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
滞
納
対

策
と
並
行
し
な
が
ら
、
無
保

険
と
な
っ
た
こ
と
で
病
院
へ

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
町

民
の
安
全
、
健
康
面
に
は
配

慮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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　原発建設は不要であり、原発を増設しなくとも十分な供給余力を有し

ている。また九州電力による電力需要想定は過大なものであり、鹿児島

県にこれ以上の原発はいらないことから、県知事へ意見書を提出してい

ただきたい。

����
　　更に詳細な調査を行う必要があることから、継続審査

としました。
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　自治体の財政力や保護者の所得の違いによって、子どもたちが受ける
「教育水準」に格差があってはならない。教育予算を国全体としてしっ
かりと確保・充実させる必要があることから国の関係機関へ意見書を
提出していただきたい。

���
　　陳情を受け、教育予算の拡充を求める意見書を、文部

科学大臣、総務大臣、財務大臣宛へ送付しました。
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　住民の安全安心、住民福祉の向上、子々孫々への環境保全の上から、
採択の上、県知事、県議会議長へ意見書を送付していただきたい。

����
　　更に詳細な調査を行う必要があることから、継続審査

としました。
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　近年、振り込め詐欺（オレオレ詐欺・架空請求詐欺・融資保
証金詐欺、還付金等詐欺）による被害は全国的に急増し、市民生
活を脅かす大きな社会問題となっています。
　昨年１年間の振り込め詐欺による被害総額は、全国で２７６億円、
鹿児島県内においては、１億４，２００円余りにも達し、今年も４月末
現在で、認知数５１件、被害総額約８，０００万円と昨年を上回るペー
スで増加しております。
　また、横川警察署管内においても、今年、被害届があっただけ
でも２件を認知しておりますが、これはいずれも湧水町内の住民
の被害で、合計約８０万円の町民の大切な財産が振り込め詐欺によ
って奪われており、今後も更なる被害の拡大が懸念されます。
　安全で安心して暮らすことができる地域社会を実現すること
は、町民の付託を受けた我々の重大な任務であります。
　振り込め詐欺は、人々の不安につけ込み、家族への愛情を悪用
して町民の財産を奪う卑怯な犯罪であり、特に高齢者や女性を標
的にするなど決して許すことはできません。
　よって、本町議会は、町民の安全で安心な暮らしを守る立場か
ら、警察や関係機関と連携し、町民と一体となって振り込め詐欺
撲滅に対する姿勢を明確に示すとともに、すべての市民がその被
害に遭わないための抑止策を積極的に推進することを決意する
ものであります。
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　国は、平成１６年１２月に「平成１７年度以降に係る防衛計画の大綱」を閣議決定し、部隊の改
編・縮小等が粛々と行われています。
　また、平成２１年度末をめどに、「現防衛計画の大綱見直し」と「次期中期防衛力整備計画の
策定」を進め、今後さらに、定員削減が進められようとしています。
　平成３年のソ連崩壊により、冷戦構造が崩壊したと一般的に認識されていますが、北東ア
ジアは依然として冷戦構造が残存し、さらにテロや地域紛争が世界中に拡散しており、今後
自衛隊の対処を求められるような事態が起きる可能性も考えられます。
　一方、自衛隊による災害派遣は、国民が最も期待する分野であります。本町においても、
昭和４３年の「えびの・吉松地震」や、近年の台風・集中豪雨における対応等、大災害に有
効に対応できる唯一最大の組織が自衛隊であります。
　さらに、地域に及ぼす自衛隊の影響は、多大なものがあります。自衛隊員や家族等の存在
は、地域社会や地域経済の基盤を形成し、このことが、町政や行政運営にも大きな影響を与
えております。駐屯地の縮小、または隊員の削減が行われた場合、頻発する災害への対応に
支障を来し、地域の安全・安心の確保という面からも住民不安が増大するほか、経済の破綻
など、まちづくりの根底が覆される事態を招き、地域の死活問題となります。
　よって、国におかれましては、「現防衛計画の大綱見直し」と「次期中期防衛力整備計画の
策定」に際し、自衛隊の確実な定員の維持・充実と、それに要する予算の確保を図られるよ
う強く要望する。
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